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担当者名

【連携した結果に対する意見又は評価】

ひらた旭川荘内事業所の食事面と環境面のサポートを受けることにより、職員、入所者共にとても喜んでいる。

間接的な業務を委託で任せることにより、支援スタッフの直接業務の時間が確保されている。

【今後の連携強化に向けた課題】

ひらた旭川荘の諸事情により、令和6年度末でトモニー・きずな平田の給食提供が終了となるため、両者にメリットのある給食

に代わる地域連携業務を検討する必要がある。

連携先の企業等の意見または評価

ひらた総括施設長

田中重行

【活動場所】

社会福祉法人旭川荘　ひらた旭川荘

【実施日程】

毎日

【実施した生産活動・施設外就労の概要】

ひらた旭川荘の施設を利用している障害児者への食事提供、居住空間の清掃業務、

屋外環境整備等

【利用者数】

10名

【地域連携活動のねらい】

ひらた旭川荘利用児者への食事の提供及び屋内・屋外空間の快適性維持を行うこと

により、ひらた旭川荘職員との連帯感を育む。

【地域にとってのメリット】

間接的な支援をトモニー・きずな平田が担うことにより、ひらた旭川荘職員の直接

支援を充実させることが出来る。施設の人件費の節約となる。

【対象者にとってのメリット】

食事提供と屋内・屋外での環境整備において、ひらた旭川荘職員や利用者と関わる

際に直接感謝を伝えられることが多く、作業への意欲に繋がる。

【実施した結果】

ひらた旭川荘の利用者へのコンスタントな食事提供と快適空間の確保

【得られた成果】

同じように障害を持つひらた旭川荘施設利用者を間接的にサポートすることによ

り、やりがいを感じながら様々な作業に挑戦し、ステップアップを目指せるように

なった

【課題点】

ひらた旭川荘の諸事情により、令和6年度末でトモニー・きずな平田の給食提供が

終了となるため、給食に代わる地域連携業務を検討する必要がある。

連携先企業名 　社会福祉法人　旭川荘　ひらた旭川荘

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 株式会社トモニー・きずな　平田

住　所 岡山市北区平田407

3310102904

川上　高輝

令和6年度電話番号 086-243-4843

様式１


